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令和４年９年１５日 

 

令和４年度 学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人郷学舎       

アルスコンピュータ専門学校 

学校関係者評価委員会  

 

自己点検評価委員会が作成した令和３年度自己点検・評価報告書をもとに、学校関係者

評価委員会を実施しました。令和４年度学校関係者評価委員会について、下記のとおり報

告します。 

 

記 

 

1. 開催日時 

令和４年８月３１日（水） １４：３０～１６：２０ 

2. 場所 

アルスコンピュータ専門学校 １０１教室 

3. 学校関係者評価委員 

【関連業界関係者】 

① 大久保 和政 氏（熊谷商工会議所 会頭） 

② 大島  匡  氏（医療法人くぼじまクリニック 事務長） 

③ 河邉  弘子 氏（学校法人熊谷ルンビニー学園 摩耶幼稚園 園長） 

④ 中尾  洋道 氏（株式会社明幸フォーラム 代表取締役） 

⑤ 村松  忠治 氏（株式会社テクニカル・ソリューション 代表取締役） 

※ 河邉氏、中尾氏、村松氏は欠席のため、別途ヒアリングを実施 

【教育関係者】 

⑥ 中村  克彦 氏（元深谷市教育委員会 教育長） 

【地域代表】 

⑦ 和田  広之 氏（一般社団法人 さいしんコラボ産学官 専務理事） 

【保護者代表】 

⑧ 大城  亜弓 氏（在校生保護者）＊当日欠席の為、別途ヒアリング実施 

【卒業生代表】 

⑨ 隅田  和利 氏（第 5期卒業生）＊当日欠席の為、別途ヒアリング実施 



2 

 

 

【事務局（学校側）】 

① 新井 公一（学校法人郷学舎 理事長） 

② 荻野 欣男（アルスコンピュータ専門学校 校長） 

③ 正田 淳一（アルスコンピュータ専門学校 副校長） 

④ 篭原 智恵（アルスコンピュータ専門学校 教務部課長） 

⑤ 戸川 千詠子（アルスコンピュータ専門学校 福祉保育科学科長） 

⑥ 長瀬 あゆみ（アルスコンピュータ専門学校 情報ビジネス科学科長） 

⑦ 皆川 博（アルスコンピュータ専門学校 教務部係長） 

⑧ 田口 紀子（アルスコンピュータ専門学校 総務部主任） 

 

4. 学校関係者評価委員会 次第 

１．開会  

２．委員の委嘱 

３．委員紹介 

４．理事長挨拶 

５．校長挨拶 

６．委員長の選出 

７．協議【中村委員長により議事の進行が行われた】 

①学校関係者評価委員について 

②学校基本情報と近況報告 

③令和３年度自己点検評価結果について 

④令和３年度重点項目の達成状況報告 

⑤令和３年度自己点検評価項目取り組み状況報告 

⑥令和４年度重点目標について 

⑦意見聴取 

⑧その他 

８．閉会 
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5. 学校関係者評価委員会報告 

 ～各項目に関する学校関係者評価委員の評価・意見～ 

 

重点目標①について 

⚫ 適切である。 

 

重点目標②について 

⚫ 技術面での習熟度はもちろん必要であるが、実践の現場においては人間力が勝る。

その為、コミュニケーションを取る練習など人間関係を構築する訓練は必要である。 

⚫ アクティブラーニングやアサーショントレーニングはキャリア教育に有効である。 

 

基準１．教育理念・目的・育成人材像 

⚫ 掲げた教育理念等が適切に実現されており、評定は適切であると思料する。 

⚫ 教育理念の通り、高度な知識・技術を有し誠実で信頼される人材育成を行なって頂

き、卒業後社会人として自立や自己責任をとれる人材となって頂きたい。 

 

基準２．学校運営 

⚫ 意思決定システムについて、組織や理念は整えられているようであるが、権限や責

任範囲等を明確にするためにも明文化しておいた方がよいのではないか。 

⚫ 教育理念に沿って適切に学校運営がなされているが意思決定システムについては整

備を進める必要があるのではないか。 

 

基準３．教育活動 

⚫ 昨今はデジタル化のスピードが速く、政府が推進しているデジタル田園都市国家構

想の動きからも ICT人材が求められているのが現実である。 

 

基準４．学修成果 

⚫ 就職内定率はほぼ 100％で順調であると判断できる。取り組み頂いている離職状況を

データベース化して学生の就職相談などに活かして頂きたい。 

 

基準５．学生支援 

⚫ 適切である。 

 

基準６．教育環境 

⚫ ゆとりあるキャンパスの設置を検討して頂きたい。 
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基準７．学生募集と受入れ 

⚫ オープンキャンパスで体験授業やガイダンスなどをしっかりとおこなう事で、ミス

マッチを防ぎ、入学後の中途退学の抑止などにつながるのではないか。 

 

基準８．財務 

⚫ 適切である。 

 

基準９．法令等の遵守 

⚫ ハラスメント防止委員会の設置について、今の時代にあるべき姿である。改善の成

果と考える。 

 

基準 10．社会貢献・地域貢献 

⚫ 自治体としてデジタル化を進めていることから、地元に就職をして地域に貢献・循

環できるような感覚を養って頂きたい。 

 

 

【学校関係者評価委員会総括】 

学校関係者評価委員会として、令和３度自己点検評価報告書の内容について確認及び

承認を行いました。 

以 上 

  

 

 

 

 

 

 

【学校関係者評価委員会からのご意見を受けて】 

委員の皆様からいただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、地域に根差した専門学校と

して使命感をもって教育活動をすすめてまいります。 

コロナ禍ではありますが、学修成果の可視化、計画的な指導を行い、学生支援について

も学生・父母等との連携を更に強化し、継続的な取り組みを行っていきたいと思います。 

 


